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能楽クロスワード　2問目



縦
の
問
題

一
　
弱
法
師
「

日
想
感
な
れ
ば
、

曇
り
も
波
も
淡
路
○
○
○
」

淡
路
島
の
有
名
な
岩

二
　
（

曲
名
）

梅
の
花
に
蝶
の
妖
精
が
戯
れ
る
曲
。

三
　
（

曲
名
）

小
野
小
町
が
シ
テ
の
歌
会
の
曲

四
　
初
冠
に
つ
い
て
い
る
飾
り
。

武
官
は
巻
纓
。

で
は
文
官
は
？

五
　
邯
鄲
「

寂
光
の
都
○
○
ん
城
」

帝
釈
天
の
居
城
。

楽
園
の
例
え
に
も
。

六
　
世
阿
弥
が
晩
年
流
さ
れ
た
島

七
　
僧
の
役
が
頭
に
か
ぶ
っ

て
い
る
も
の

八
　
東
北
「

下
化
衆
生
の
相
を
得
○
○
」

九
　
翁
の
揉
ノ
段
に
て
飛
び
上
が
る
所
作
の
事

十
　
世
阿
弥
時
代
の
近
江
申
楽
の
大
夫
で
天
女
舞
の
名
手

十
一
　
木
曽
義
仲
の
家
臣
、

四
郎
兼
平
の
苗
字
。

十
二
　
お
装
束
の
着
付
け
の
下
に
着
ま
す
。

白
・
赤
・
紺
な
ど
色
々
あ
り
ま
す
。

十
三
　
着
物
と
洋
服
の
大
き
く
違
う
場
所

十
四
　
楊
貴
妃
「

○
○
に
あ
ら
ば
願
わ
く
は
。

比
翼
の
鳥
と
な
ら
ん
。
」

十
五
　
（

曲
名
）

木
曽
路
に
現
れ
る
鬼
神
を
退
治
す
る
曲
。

十
六
　
（

曲
名
）

百
万
が
善
光
寺
参
り
に
行
く
途
中
に
鬼
女
に
出
会
う
曲
。

十
七
　
観
阿
弥
・
世
阿
弥
が
初
め
て
今
熊
野
で
義
満
の
御
前
で
翁
を
し
た
時
に
助
言
し
た
人

十
八
　
シ
オ
ル
こ
と

十
九
　
（

曲
名
）

渡
辺
綱
が
都
の
南
に
住
む
鬼
を
退
治
す
る
曲
。

二
十
　
面
を
キ
ル
と
も
い
う

二
十
一
　
竹
生
島
「

忝
く
も
こ
の
島
は
。

○
○
○
○
○
の
如
来
の
御
再
誕
な
れ
ば
」

二
十
二
　
征
夷
大
将
軍
　
田
村
の
シ
テ
　
○
○
上
田
村
麿

二
十
三
　
（

曲
名
）

元
服
前
か
還
暦
過
ぎ
な
い
と
勤
め
ら
れ
な
い
曲
。

二
十
四
　
常
と
は
違
う
こ
と
　
「

○
○
之
型
」

　
「

○
○
装
束
」

な
ど
の
小
書
き
も
あ
り
ま
す
。

二
十
五
　
歌
占
の
渡
会
何
某
の
故
郷
「

○
○
○
の
浦
」

二
十
六
　
巻
絹
「

○
○
○
〇
僧
正
は
行
基
菩
薩
の
御
手
を
取
り
」

二
十
七
　
役
職
の
位
。

在
原
業
平
は
従
四
位
上
 
中
将

二
十
八
　
（

曲
名
）

延
喜
帝
の
勅
使
が
老
人
か
ら
不
老
長
寿
の
霊
薬
を
も
ら
う
曲

二
十
九
　
能
の
笛
の
名
称

三
十
　
謡
い
を
五
つ
に
分
け
て
説
明
し
た
世
阿
弥
の
書

三
十
一
　
式
子
内
親
王
の
幽
霊
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
も
の

三
十
二
　
高
砂
「

こ
の
尉
は
津
の
国
住
吉
の
者
。

こ
れ
な
る
○
○
こ
そ
当
所
の
人
な
れ
」

三
十
三
　
（

曲
名
）

藤
原
房
前
の
出
生
を
語
る
曲
。

三
十
四
　
納
戸
色
。

言
い
換
え
る
と
？

三
十
五
　
（

曲
名
）

不
出
来
な
主
君
の
子
供
が
改
心
す
る
曲

横の問題
１　芦刈「芦火焚く屋は○○たれて」
２　玄象「富島の磯や○○○○○」
３　橋弁慶の小書き。前場に常盤御前が前シテで登場
４　紅葉狩「殊に飲酒を破りなば。○○○〇妄語も諸共に」
５　頭は猿、尾は蛇、手足は虎の妖怪。頼政に退治される。
６　菊慈童は帝のこれを跨いで山に流されます。
７　閻魔様のお裁き
８　（曲名）牛若丸が鏡の宿で元服する曲。
９　（曲名）播州室の明神の前で遊女が舞を舞うと明神様が現れます。
10　放下増や花月、自然居士がこれを舞います。
11　唐船のツレ、ソンシともう一人
12　三輪山の近くにある神社。元伊勢信仰もあります。
13　（曲名）盧生が皇帝になる夢を見ます。
14　匂いの種類は源氏物語の数。「源氏○○」お装束の柄にも。
15　春日龍神で明恵上人が参拝すると膝を屈めてお出迎えします。
16　真・行・○○
17　翁の別の言い方。
18　殺生石「我○○○の床を立ち去らず」
19　（曲名）菅原道真が雷神となって宮中で暴れる曲。
20　玄宗皇帝の最愛の妃の家の名前
21　誓願寺の小書き、クセの最初に拍子を踏む「○○○〇拍子」
22　たいていの幽霊はこれで消えます。
23　光源氏が流されたところ
24　鉄輪の女が通っていた時刻「○○三つ刻」
25　（曲名）白羽の矢の由来となった故事が語られる曲
26　芦刈「例えば薄ともいい、穂に出でぬれば○○○と言えるが如し」
27　お狂言方が座っている所、○○欄干
28　船弁慶「今更驚くべからず、○○○悪霊恨みをなすとも」
29　隔月発売の能と狂言の総合誌
30　安宅の小書き「〇〇〇〇之舞」
31　〈漁火〉何と読む？
32　妖怪の類はこれに乗って現れます。
33　阿漕の後シテが持っているもの
34　能楽の祖　自然居士や通小町などを演じました。
35　絵馬の後ツレの一人。神楽を舞います。
36　能舞台の後ろにはこれが書いてあります。

初心者向け？



上級者向け

横の問題
１　「芦火焚く屋は○○たれて」
２　「富島の磯や○○○○○」
３　小書きによって弘法大師の笛をもらう話になる。
４　女郎花「○○○〇の悪鬼は身を責めて」
５　頭は猿、尾は蛇、手足は虎の妖怪。頼政に退治される。
６　菊慈童は帝のこれを跨いで山に流されます。
７　鉢木のワキが帰りしなに、○○を捨てるなと言う。
８　（曲名）仏倒れして前回りで幕入り
９　（曲名）遊女が神楽を舞う。
10　遊芸者の飄逸な舞
11　ソンシともう一人
12　「三輪の山もと道もなし。○○○の奥を尋ねん」
13　（曲名）50年もアッと言う間です。
14　障子や御簾の向こう側で謡を謡う。「謡○○」
15　春日龍神で明恵上人が参拝すると膝を屈めてお出迎え。
16　真・行・○○
17　翁の別の言い方。
18　殺生石「我○○○の床を立ち去らず」
19　（曲名）洒水の印を結びたくなります。
20　玄宗皇帝の最愛の妃の家の名前
21　誓願寺の小書き「○○○〇拍子」
22　たいていの幽霊はこれで消えます。
23　敦盛、忠度、松風に共通するもの
24　鵺が現れたのは○○三つ刻。
25　（曲名）白羽の矢の由来となった故事が語られる曲
26　薄に穂が出ると何になる？
27　お狂言方が座っている所、○○欄干
28　「今更驚くべからず、○○○悪霊恨みをなすとも」
29　隔月発売の能と狂言の総合誌
30　僧が法会の後に余興として演じた芸能
31　音読みは「ぎょか」訓読みすると？
32　妖怪の類はこれに乗って現れます。
33　桜川の後シテが持っているもの
34　能楽の祖　自然居士や通小町などを演じました。
35　絵馬の後ツレの一人。神楽を舞います。
36　能舞台の後ろにはこれが書いてあります。

縦
の
問
題

一
　
心
の
目
を
開
け
ば
天
王
寺
か
ら
で
も
こ
こ
が
見
え
ま
す
。

二
　
（

曲
名
）

他
の
花
だ
け
で
な
く
、

梅
と
も
縁
が
欲
し
い
ら
し
い
。

三
　
（

曲
名
）

墨
っ

て
そ
ん
な
簡
単
に
落
ち
る
の
だ
ろ
う
か
。

四
　
初
冠
に
つ
い
て
い
る
飾
り
。

文
官
は
？

五
　
「

寂
光
の
都
○
○
ん
城
」

六
　
世
阿
弥
が
晩
年
流
さ
れ
た
島

七
　
沙
門
な
ど
の
付
け
方
が
あ
り
ま
す
。

八
　
「

池
水
に
映
る
月
影
は
、

下
化
衆
生
の
相
を
得
○
○
」

九
　
翁
の
揉
ノ
段
に
て
飛
び
上
が
る
所
作
の
事

十
　
道
阿
弥
の
こ
と

十
一
　
四
郎
兼
平
の
苗
字
。

十
二
　
ツ
レ
は
一
枚
。

シ
テ
は
高
貴
な
役
だ
と
二
枚
。

十
三
　
着
物
と
洋
服
の
大
き
く
違
う
場
所

十
四
　
「

○
○
に
あ
ら
ば
願
わ
く
は
。

比
翼
の
鳥
と
な
ら
ん
。
」

十
五
　
（

曲
名
）

飛
安
座
の
回
数
が
尋
常
じ
ゃ

な
い
。

十
六
　
（

曲
名
）

山
で
ご
本
人
様
登
場
。

十
七
　
観
阿
弥
・
世
阿
弥
が
初
め
て
今
熊
野
で
義
満
の
御
前
で
翁
を
し
た
時
に
助
言
し
た
人

十
八
　
シ
オ
ル
こ
と

十
九
　
（

曲
名
）

シ
テ
が
一
句
も
謡
わ
な
い
。

手
甲
を
つ
け
る
事
も
あ
る
ら
し
い
。

二
十
　
面
を
キ
ル
と
も
い
う

二
十
一
 
竹
生
島
の
弁
財
天
は
○
○
○
〇
〇
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
す
。

二
十
二
　
○
○
上
田
村
麿

二
十
三
　
（

曲
名
）

王
の
命
令
は
動
物
に
も
有
効
ら
し
い
。

二
十
四
　
常
と
は
違
う
も
の

二
十
五
　
鶯
が
引
き
合
わ
せ
て
く
れ
て
こ
こ
に
帰
り
ま
す
。
「

○
○
○
の
浦
」

二
十
六
　
「

○
○
○
〇
僧
正
は
行
基
菩
薩
の
御
手
を
取
り
」

二
十
七
　
役
職
の
位
。

在
原
業
平
は
従
四
位
上
 
中
将

二
十
八
　
（

曲
名
）

ツ
レ
の
龍
神
が
薬
袋
を
持
っ

て
い
る
。

二
十
九
　
能
の
笛
の
名
称

三
十
　
祝
言
・
幽
玄
・
恋
慕
・
哀
傷
・
闌
曲
に
分
類
し
た
指
南
書

三
十
一
　
式
子
内
親
王
の
幽
霊
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
も
の

三
十
二
　
「

こ
の
尉
は
津
の
国
住
吉
の
者
。

こ
れ
な
る
○
○
こ
そ
当
所
の
人
な
れ
」

三
十
三
　
（

曲
名
）

母
の
愛
は
偉
大
。

三
十
四
　
納
戸
色
。

言
い
換
え
る
と
？

三
十
五
　
（

曲
名
）

不
出
来
な
主
君
の
子
供
が
改
心
す
る
曲



え す す い こ や な に わ ふ え の ま き

じ い ん ぬ え ま く ら さ た う

ま え ぼ し お り ん む ろ ぎ み か つ こ

そ い う う ひ ば ら か ん た ん

こ う し か そ う し き さ ん ば ん

ち し き ら い で ん よ う か ら い ご う

よ あ け す ま う し か も お ば な

う ら た と い は な も よ え ん ね ん か

い さ り び て あ ん う ん ざ あ み

ど か ん あ み う ず め ま つ

能楽クロスワード　2問目


